
トウブコ
東武動物公園駅西口を歩こう

他のどこともちがう駅前

　東武動物公園駅西口(以下駅西口)は鉄道沿
線のどの駅前にも似ていません。駅舎の階段を
おりると進修館が家々の上につき出て見え、さ
らに遠くには山崎山の平地林が見えます。そし
て、そのふところには「新しい村」があります。
　大学生たちが通りを歩き、週末には街路樹の
下に東武動物公園(以下動物公園)に向かう人
の流れができます。一昨年には、駅前に商業施
設(無印良品)も出来、宮代町の良さを活かした
地域密着型の店舗運営をしています。
　こんな宮代町が気に入って、宮代町を選んで

転入してくる若い世代や起業する若者たちも
増えました。

社会実験を実施しました

　町はそんな駅西口の魅力をさらに高める
ために東武動物公園駅西口わくわくロード
事業をスタートしています。駅前から新しい村
までの道路と歩道のリニューアルをしようと
いうものです。
　その構想づくりの一環として、道路や歩道、
コミュニティ広場を実験的に使ってみたのが、
3月に2日間行われたわわわ!トウブコと題し

たイベントです。
　どんな可能性があるのか、会議室や机上で
の紙をもとにした議論ではなく、実際にまち中
に出てやってみようという社会実験です。沢山
の町民の皆さんに企画アイデアを出していただ
き、2日間の社会実験に参加いただきました。

わくわくする道路に

　町は今回得られた課題や可能性を整理し、
今後も町民の皆さんや町内の関係機関とも連
携しながら、今年度中に整備エリア、整備年度
などを具体化していく予定です。
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上のイラストは東武動物公園駅西口のイメージ
図。西口の商業施設開設に合わせて東武鉄道が
駅舎内に設置したものです。作者は近藤翔子さん。

№610　令和5年5月1日 広報
特　集

●東武動物公園駅西口を歩こう2



モルック普及協会は2月に駅西口無
印良品前の「みんなの広場」で体験イ
ベントを実施しました。

歩道ととなりの
広場が一体化

歩道から見える位置に
設置したのが良かった

すぐに立ち寄れる

社会実験で見えた

東武動物公園　伴さん
　「歩いて楽しい」という
のは、とても大事なことだ
と思っています。動物公園
に至るエリアが賑わい、活
性化してこそ、お客さんに
楽しんでもらえると感じて
います。昭和56年に開業
した当園は宮代町の歴史
と共に歩んできました。こ
れからも地域の皆さんと
共にある動物公園であり
たいです。

　駅西口から動物公園までの歩道には飼育係さんが書いた動
物の「ゆるーい」イラストが登場(5月中旬まで)。動物の足跡を追
いかけていくと動物のタイルが出現します。あちこちの歩道から
子どもたちの声が聞こえ、動物公園に行くまでの期待感を高め
る効果が強いと感じられました。

　役場前のコミュニティ広場付近の歩道を道路側に曲線的に広
げました。今まで真っ直ぐに通り抜けていた人の流れが、ここで
小さな集まりとなり、広場側で実施されていたキッチンカーによ
る販売とも結びつき、にぎわいが生まれました。

　コミュニティ広場の樹木を活かして、子どもたちが楽しめる吊
り輪やブランコなどの遊具を作りました。歩道と遊具が近い位置
にあることで、「人が立ち寄る」場所になることがわかりました。

日本工業大学
木工サークルの皆さん　
　フォークリフト用のパレッ
トで作った遊び場を歩道
を広げたエリアに設置しま
した。歩いている人たちが
ここでベンチのように座る
ことを意識したそうです。
ベンチとテーブルを兼ねた
段々は子どもたちが行った
り来たりして遊ぶ場所にも
なりました。

歩道の一部を広げることで

にぎわいや活動

が生まれました

ただ通り過ぎる

ためだけの歩道

今回、部分的に

歩道を

ひろげてみました

従来の歩道

車両の運行に
大きな影響
はなかった

わわわトウブコ　当日には

身近な緑地で　横川さん　
　今回の企画に参加しま
した。モルック普及協会の
メンバーです。モルックは
老若男女がお金をかけず
に、身近な緑地で気楽に楽
しめる軽スポーツです。駅
西口から新しい村までは
うってつけの空間がたくさ
ん点在していますね。５月
には「新しい村」でモルック
普及のための大会を実施
します。

墨田区から転入　菊地さん　
　子どもを広々とした環境で
のびのび育てられると思い、今
年、墨田区から宮代に転入して
きました。駅西口から新しい村
まで歩いてまわると、空が広く、
ものすごく魅力にあふれてい
て、すっかり宮代ファンになりま
した。わくわくロード事業には
夫婦で関わっています。町を良
くしたいという熱い思いを持っ
たプレイヤー(人)がたくさんい
るのも大きな魅力です。
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